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２ 整数の見方と計算
（１）偶数と奇数

整数を２でわったとき、あまりがあるか、あまりがないかで、なかま分けをし
てみよう。

１ 男の子２２人を、２つのサッカーチームに分けるために身長の順にならび、前か
ら１，２，３，・・・・、２２と番号をつけました。その番号をもとに，次のよう
な赤，白２つのチームに分けます。

赤チーム １，３，５，７，９，１１，□，□，□，□，□

白チーム ２，４，６，８，１０，□，□，□，□，□，□
① 赤チームの人たちの番号を，それぞれ２でわってみましょう。

１÷２＝ ０ あまり１ １３ ÷２＝ ６ あまり１

３÷２＝ １ あまり１ １５ ÷２＝

５÷２＝ ÷２＝

７÷２＝ ÷２＝

９÷２＝ ÷２＝

１１÷２＝

② 白チームの人たちの番号を，それぞれ２でわってみましょう。

２÷２＝ １ １４ ÷２＝

４÷２＝ ２ ÷２＝

６÷２＝ ÷２＝

８÷２＝ ÷２＝

１０÷２＝ ÷２＝

１２ ÷２＝ ６
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③ それぞれのチームの人たちの番号の数は，どんな数の集まりといえるでしょう。

赤チーム ２でわるとあまりが１になる数の集まり

白チーム ２でわると 数の集まり

ぐ う す う

整数を２でわったとき， わりきれる数を 偶数

き す う

わりきれない数を 奇数

といいます。

２ ２６人のクラスで，出席番号順に，Ａ，Ｂ，Ａ，Ｂ・・・・と分けてグループを
つくります。１６番，２３番の人はどちらのグループに入りますか。

① 出席番号順にならぶと、次のようになります。

１ ２ ３ ４ ５・・・・・・・・・
↓ ↓ ↓ ↓ ↓
Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

Ａグループは の集まり，

Ｂグループは の集まりになります。

② １７，２４を２でわってみましょう。

１６÷２＝

２３÷２＝

③ だから，１６番は グループ，２３番は グループになり

ます。

３ 次の数は，偶数，奇数のどちらでしょう。

① １４ １４÷２＝７ →わりきれる →だから１４は，

② ３７ ３７÷２＝１８あまり１→わりきれない →だから３７は，

③ ６０ ６０÷ → →だから６０は，

④ １０９ → →だから１０９は，
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４ 偶数，奇数は，次のような式に表すことができます。

偶数 奇数

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８＝２×４ １１＝２×５＋１
次の数を，上のような式に表そう。

① ６＝２× ③ １９＝

② ９＝２× ＋ ④ ２４＝

５ ５１から６１までの奇数を全部書きましょう。

５１は，２でわると ５１÷２＝２５ あまり１ だから， です。

整数は，偶数，奇数，偶数，奇数・・・，とならんでいるので，

５２は ，５３は です。

だから，６１までの奇数は， ５１，

となります。

（２）がい数のたし算とひき算

見当をつけるときは、その目的に合った方法でがい数にして考えよう。

１ ちはるさんの町の男女別の人数は，次のとおりです。
男女の人数の和と差を，百の位までのがい数で求めよ 男 ７４８３人
う。

女 ６８２５人
① 男女それぞれの人数を，百の位までのがい数にして

から計算します。

② 男の人数 ７４８３人 → 約 ７５００人

女の人数 ６８２５人 → 約 人
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③ 男女の人数の和 ７５００＋ ＝

答え 人

③ 男女の人数の差 ７５００－ ＝

答え 人

２ １０００円で次の品物が全部買えるかどうか調べましょう。

ポテトチップス ジュース せんべい チョコレート

１３０円 ３２５円 ２８５円 ９６円

① １０００円で買えるかどうかしりたいので、ここでは１００にたりないはしたの
数を切り上げて計算します。

② 十の位を切り上げると，

ポテトチップス １３０ → ２００

ジュース ３２５ →

せんべい ２８５ → ３００

チョコレート ９６ →

③ 全部の代金の合計を求めると，

２００＋ ＋３００＋ ＝

④ 切り上げたがい数でも１０００円にならないから，全部買うことは

３ （ ）の中の数の和と差を，一万までのがい数で求めましょう。

① （ ７４８２３５，５３４４９３ ）

がい数にすると，７４８２３５→７５００００

５３４４９３→

だから，和は ７５００００＋ ＝

だから，差は ７５００００－ ＝
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② （ ６３８４７１，３６４３１９ ）

がい数にすると，６３８４７１→

３６４３１９→

和は， ＋ ＝

差は， － ＝

４ ようこさんは，１０００円をもって，２９５円のノートと３１０円の色えんぴつ，
２９０円のはさみを買おうと思います。全部買うことができるでしょうか。
切り上げのし方でがい数にして，考えましょう。

① １０００円で買えるかどうかしりたいので、ここでは１００にたりないはしたの
数を切り上げて計算します。

② の位を切り上げると，

ノート ２９５ → ３００

色えんぴつ ３１０ →

はさみ ３１０ →

③ 全部の代金の合計を求めると，

３００＋ ＋ ＝

④ 切り上げたがい数でも１０００円にならないから，全部買うことは

５ 買い物などをしたときは，四捨五入するよりも，切り上げにしたほうがいいわけ
を考えましょう。

四捨五入をすると，

切り上げをすると，
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（３）計算のきまり

計算のきまりを使って、かんたんに答えを求めることができないか、考え
よう。

１ まさし君の家では、１８０円の牛乳を先週は６本，今週は４本飲みました。２週
間で飲んだ牛乳の代金は，全部でいくらになるでしょう。

① たけし君は，次のように考えました。

１８０円の牛乳を２週間で，（６＋ ）本飲んだので，

代金は，１８０× ＝

代金 円

② ゆかりさんは，次のように考えました。

先週の牛乳代は，１８０× ＝

今週の牛乳代は，１８０× ＝

２週間分を合わせると， ＋ ＝

代金 円

③ 上の２人の式はどちらも２週間分の牛乳の代金を求めているので、等号でむすぶ
ことができます。

１８０×（６＋ ）＝１８０× ＋１８０×

④ これまでのことを，計算のきまりとしてまとめると，

□×（○＋△）＝□×○ ＋ □×△ となります。

２ 計算のきまりをつかって、かんたんに計算しましょう。

① ６４×８＋６４×２＝６４×（８＋ ）

＝６４×

＝
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② ４×（１２＋２５）＝４× ＋ ４×

＝４８ ＋

＝

これまでに学習した計算のきまりを，○，△，□ をつかってまとめよう。

○＋△ ＝ △＋○

○×△ ＝ △×

（○＋△）＋□ ＝ ○＋（ ＋□ ）

（○×△）×□ ＝ ×（△×□）

（○＋△）×□ ＝ ○× ＋△×

□×（○＋△） ＝ □× ＋□×
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答えのページ
（１）偶数と奇数

１

① 赤チームの人たちの番号を，それぞれ２でわってみましょう。

１÷２＝ ０ あまり１ １３ ÷２＝ ６ あまり１

３÷２＝ １ あまり１ １５ ÷２＝ ７ あまり１

５÷２＝ ２ あまり１ １７ ÷２＝ ８ あまり１

７÷２＝ ３ あまり１ １９ ÷２＝ ９ あまり１

９÷２＝ ４ あまり１ ２１ ÷２＝ １０ あまり１

１１÷２＝ ５ あまり１

② 白チームの人たちの番号を，それぞれ２でわってみましょう。

２÷２＝ １ １４ ÷２＝ ７

４÷２＝ ２ １６ ÷２＝ ８

６÷２＝ ３ １８ ÷２＝ ９

８÷２＝ ４ ２０ ÷２＝ １０

１０÷２＝ ５ ２２ ÷２＝ １１

１２ ÷２＝ ６

③ それぞれのチームの人たちの番号の数は，どんな数の集まりといえるでしょう。

赤チーム ２でわるとあまりが１になる数の集まり

白チーム ２でわると わりきれる 数の集まり



-５-２-9-

２

① 出席番号順にならぶと、次のようになります。

１ ２ ３ ４ ５・・・・・・・・・
↓ ↓ ↓ ↓ ↓
Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

Ａグループは ２でわるとあまりが１になる数 の集まり，

Ｂグループは ２でわるとわりきれる数 の集まりになります。

② １７，２４を２でわってみましょう。

１６÷２＝ ８

２３÷２＝ １１ あまり１

③ だから，１６番は Ｂ グループ，２３番は Ａ グループになり

ます。

３ 。

① １４ １４÷２＝７ →わりきれる →だから１４は， 偶数

② ３７ ３７÷２＝１８あまり１→わりきれない →だから３７は， 奇数

③ ６０ ６０÷２＝３０ → わりきれる →だから６０は， 偶数

④ １０９ １０９÷２＝５４あまり１ → わりきれない →だから１０９は， 奇数

４ 偶数，奇数は，次のような式に表すことができます。

偶数 奇数

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８＝２×４ １１＝２×５＋１
次の数を，上のような式に表そう。

① ６＝２× ３ ③ １９＝ ２×９＋１

② ９＝２× ４ ＋ １ ④ ２４＝ ２×１２
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５ ５１から６１までの奇数を全部書きましょう。

５１は，２でわると ５１÷２＝２５ あまり１ だから， 奇数 です。

整数は，偶数，奇数，偶数，奇数・・・，とならんでいるので，

５２は 偶数 ，５３は 奇数 です。

だから，６１までの奇数は， ５１，５３，５５，５７，５９，６１

となります。

（２）がい数のたし算とひき算

１
男 ７４８３人

① 男女それぞれの人数を，百の位までのがい数にして
から計算します。 女 ６８２５人

② 男の人数 ７４８３人 → 約 ７５００人

女の人数 ６８２５人 → 約 ６８００ 人

③ 男女の人数の和 ７５００＋ ６８００ ＝ １４３００

答え １４３００ 人

③ 男女の人数の差 ７５００－ ６８００ ＝ ７０００

答え ７０００ 人

２

② 十の位を切り上げると，

ポテトチップス １３０ → ２００

ジュース ３２５ → ３００

せんべい ２８５ → ３００

チョコレート ９６ → １００
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③ 全部の代金の合計を求めると，

２００＋ ３００ ＋３００＋ １００ ＝ ９００

④ 切り上げたがい数でも１０００円にならないから，全部買うことは できる 。

３

① （ ７４８２３５，５３４４９３ ）

がい数にすると，７４８２３５→７５００００

５３４４９３→ ５３００００

だから，和は ７５００００＋ ５３００００ ＝ １２８００００

だから，差は ７５００００－ ５３００００ ＝ ２２００００

② （ ６３８４７１，３６４３１９ ）

がい数にすると，６３８４７１→ ６４００００

３６４３１９→ ３６００００

和は， ６４００００ ＋ ３６００００ ＝ １００００００

差は， ６４００００ － ３６００００ ＝ ２８００００

４

② 十 の位を切り上げると，

ノート ２９５ → ３００

色えんぴつ ３１０ → ３００

はさみ ３１０ → ３００

③ 全部の代金の合計を求めると，

３００＋ ３００ ＋ ３００ ＝ ９００

④ 切り上げたがい数でも１０００円にならないから，全部買うことは できる。
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５ しょうりゃく

（３）計算のきまり

１

① たけし君は，次のように考えました。

１８０円の牛乳を２週間で，（６＋ ４ ）本飲んだので，

代金は，１８０× １０ ＝ １８００

代金 １８００ 円

② ゆかりさんは，次のように考えました。

先週の牛乳代は，１８０× ６ ＝ １０８０

今週の牛乳代は，１８０× ４ ＝ ７２０

２週間分を合わせると， １０８０ ＋ ７２０ ＝ １８００

代金 １８００ 円

③ 上の２人の式はどちらも２週間分の牛乳の代金を求めているので、等号でむすぶ
ことができます。

１８０×（６＋ ４ ）＝１８０× ６ ＋１８０× ４

④ これまでのことを，計算のきまりとしてまとめると，

□×（○＋△）＝□×○ ＋ □×△ となります。
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２ 計算のきまりをつかって、かんたんに計算しましょう。

① ６４×８＋６４×２＝６４×（８＋ ２ ）

＝６４× １０

＝ ６４０

② ４×（１２＋２５）＝４× １２ ＋ ４× ２５

＝４８ ＋ １００

＝ １４８

これまでに学習した計算のきまりを，○，△，□ をつかってまとめよう。

○＋△ ＝ △＋○

○×△ ＝ △× ○

（○＋△）＋□ ＝ ○＋（ △ ＋□ ）

（○×△）×□ ＝ ○ ×（△×□）

（○＋△）×□ ＝ ○× □ ＋△× □

□×（○＋△） ＝ □× ○ ＋□× △


